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　今にも人が出てきそうな子供服店だが、この５年間、無人のまま　　　　


　　････バスの中から見た富岡町
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　福島原発事故は、５年を経てまだ収拾のめどさえ立っていません。廃炉も燃料取り出しの工程もはっきりできず、政府・東電は、根拠もなく避難住民に帰還を働きかけ、一方的に補償を打ち切るとしています。


　その一方で、政府と電力会社は、原発再稼働を進め、熊本大地震が起き、地震が継続しているのもかかわらず、再稼働した活断層近くにある川内原発を止めようとせず、同様の伊方原発の再稼働手続きを進めています。


　「調布憲法ひろば」は、この原発問題について、何度か取り上げてきましたが、今年の秋のフィールドワークでは、福島の現地調査をすることになりました。現地は、これまで南北につながる道路が閉鎖されたままになっており、北から入っても南から入っても途中で引き返さなければならない状態でしたが、昨年、閉鎖が解除されてまっすぐ通れるようになり、初めて南北を通過できるようになりました。


　ぜひこの機会に、現地の状況を自らの目で見て、地元の人たちの訴えに耳を傾け、原発政策を含めて、日本のこれからの在り方を考える契機にしていただきたいと思います。


　また、行程では、通過については全て許可なしで通れますが、この道の通っているところは、帰還困難区域と居住制限区域、避難解除準備区域が入り組んでいるので、下車は「違法性なし」のところだけになります。紹介していただいた原告団によりますと、１日目の被ばく線量と２日目の被ばく線量は共に１．５マイクロシーベルト前後と推定されているとのことで、２日間で、東京に４日いたのと同じ被爆を受けることにはなりますが、あまり問題にはならないと思われます。





　＜１０／１４（金）＞


午前７時４５分、「たづくり」正面、「アフラック」前に集合。午前８時出発、東北道経由で福島へ。


東北道、バスの中で自己紹介、ＤＶＤ鑑賞、昼ごろ、あだたらＳＡで昼食（各自）


→福島西インターで降りる、インター出口で、案内の伊東達也さんが乗車→川俣町→飯舘村（伊藤延由さ


んと村役場見学）→南相馬→常磐自動車道南相馬インター→相馬・相馬市松川浦「かんのや」に宿泊。


　＜１０／１５（土）＞


宿舎出発→南相馬・野間土（農民連のお店）→同・小高区（鈴木安蔵の旧宅）→浪江町（無人。駅前、請


戸港）→双葉町→大熊町（無人、第一原発遠望）→富岡町（無人）→楢葉町（宝鏡寺で早川篤雄住職の話、


昼食）→広野町（第２原発遠望））→いわき四倉インターから常磐自動車道で帰路。
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10月14～15日例会





第１１８回(１１月)例会


共謀罪を考える その危険なねらい


お話：山下幸夫(ゆきお)さん


日弁連 共謀罪法案対策本部事務局長


11月５日(土)13時半～


於：調布市教育会館 201室　参加費300円





第１１９回(１２月／１２周年記念)例会


憲法九条を世界に


 幣原発案説・安保法制違憲訴訟にもふれて


お話：堀尾輝久さん　東大名誉教授、憲法ひろば世話人


12月17日(土)13時半～


於：あくろすホール　参加費300円





第１２０回(１７年１月)例会


検討中


2017年1月21日(土)または22日(日)


於：教育会館　　参加費300円　
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